
 

 

報道関係各位 

2021年 6月 29日 

株式会社 SOIK 
 

沖縄発のアフリカ SDGsスタートアップ、経営革新計画承認

で、 

スマホ完結型の産科健診プラットフォームの実証事業を開始 

〜産科健診 DXでコンゴ民主共和国の妊産婦死亡減少に挑戦〜 

 

株式会社 SOIK（住所：沖縄県読谷村、代表: 古田国之）は、コンゴ民主共和国（以下、コンゴ民）の首都キンシャサにお

いて、2021 年 11 月より最大 5000 名の妊婦を対象とするデジタル産科健診の実証試験を、現地保健省と合同で実施し

ます。実証試験と並行して、コンゴ民の公的診療所（約 8,000施設）に、今回開発した産前パッケージを導入するプロジェ

クトを形成中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の特徴 

⚫ ターゲットユーザーは、開発途上国の診療所における、看護師・助産師等の医
療従事者です。1 時間の研修で使い方を習得できるシンプルな操作性が特徴で

す。 

⚫ 安価かつ電源がないところでも使用できる IoT 医療機器を接続し、産科健診を

スマホで完結させるプラットフォームです。 

⚫ 産前健診に必要な機材をすべて含んだ「自己完結型」パッケージにすることで、
インフラが不足する僻地においても保健サービスの質を向上させることができま

す。 

⚫ スマホアプリのナビゲーションに従うことで、国家標準の健診プロセスを終える
ことができて、結果はデータベースに保存され、共有されます。 

⚫ 安価な医療機器を活用して看護師が一人で健診プロセスを行えるため、妊婦さ
んには医療サービスの質向上、低価格化、診察時間短縮等のメリットが期待さ

れます。 

 

誕生の背景と実績 

⚫ 代表取締役の古田は国際協力機構（JICA）勤務中にコンゴ民に赴任した際に、現地の社会課題を目の当たりにし、

■製品名：S-PAQ 

 

スマホの診断ナビにしたがって検査結果を入力する 



 

 

ビジネスでの課題解決を志しました。沖縄にあるデジタル医療機器スタートアップにてアフリカ市場開拓や製品開発

に取り組む中で、日本には他にも途上国で活用できる医療機器を開発している企業があること、またアフリカでは個

別の医療機器よりもパッケージ型のソリューションが求められていることに気づきました。 

⚫ コンゴ民の妊産婦死亡は 693/10万、新生児死亡は 30/1,000で(✳︎1)i、日本と比較して数十倍から数百倍の差があ

ります。この背景には、医療サービスの質・アクセスが悪く、必要な検査が十分に行われていないことがあります。

例えば日本では通常 14 回行われる産前超音波検査は、アフリカの農村部で 3 回以上行われているのは、わずか

1% (✳︎2)ii です。 

⚫ 上記課題の解決に挑戦するため、開発途上国で周産期医療活動を展開する（特非）母と子の医療を世界に届ける
会（住所：東京都練馬区、理事長：小平雄一）およびアフリカ向け IT 開発に強みを持つヘルスアンドテック合同会社

（住所：東京都目黒区、代表：大野岳夫）とともに S-PAQ を開発し、活用をスタートさせました。2021 年 6 月時点で

30名以上の妊婦へ活用、今後は現地スタッフと検証を重ねながら、活用の増加を進めていきます。 

⚫ 今回承認された経営革新計画のほか、これまで、厚生労働省・国立研究開発
法人国立国際医療研究センターの「医療技術等国際展開推進事業」に令和２

年度、令和３年度で採択されています。また、「ものづくり・商業・サービス生産

性向上促進補助金」5 次締切のグローバル展開型において、沖縄県で唯一採

択されています。 

 

経営革新計画の概要 

⚫ 経営革新計画のテーマ：「ＡＩ、ＩｏＴを活用したデジタル産前検診パッケージ開発による日本の医療機器グローバル
展開」 

⚫ 経営革新計画の期間：令和 2年 9月～令和 7年 8月 （5年間） 

 

実証事業の概要 

⚫ 実施目的：スマホ完結型の産科健診プラットフォーム「S-PAQ」に関する仮説検証 

⚫ 実施場所：コンゴ民主共和国キンシャサにおける医療施設で最大 6サイト 

⚫ 実施期間：2021年 11月〜同年 12月（第 1回）および 2022年 1月〜同年 3月（第 2回） 

 

実証事業パートナー募集 

実証事業において、超音波画像診断装置、胎児モニター、生化学装置、尿分析装置については国内メーカー製品を用

いる予定にしております。そのほかの機材等に関して、共同実証事業パートナーを募集しています。 

 

今後の展望 

⚫ まずはコンゴ民国内で政府・ODA 予算での導入を進めます。その後は安価な初期投資を強みとして民間クリニック

へ市場展開します。 

⚫ 蓄積された検査データを AIによって学習させ、検査項目・プロセスの改善提案や診断・処置に対する支援情報の提

供することで、医療サービスの質向上に向けてさらなる機能向上を図ります。さらに、妊婦・患者向けアプリの開発、

診療費決済プラットフォーム化、生活習慣病・感染症等の他診療科への展開も進める計画にしています。 

株式会社 SOIKについて 

⚫ 会社名：株式会社 SOIK（読み方：ソワック） 

⚫ 所在地：沖縄県読谷村 

⚫ 代表者：古田 国之 

⚫ 設立：2019年 9月 

https://www.youtube.com/watch?v=cDkE

7KgCHSw 

プロトタイプテスト動画 



 

 

⚫ URL：https://www.soik.co.jp/ 

⚫ 事業内容：コンゴ民現地法人を活用した以下の事業 

➢ ヘルスケアサービス事業開発 

➢ 医療機器販売 

➢ コンサルティング・調査 

 

i ＊1出典 UNICEF https://data.unicef.org/wp-

content/uploads/country_profiles/Democratic%20Republic%20of%20the%20Congo/country%20profile_COD.pdf 

ii ＊2出典 Obstetric Ultrasounds in Africa https://www.semanticscholar.org/paper/Obstetric-Ultrasounds-in-

Africa%3A-Is-it-Necessary-to-Carrera/4479d851fe3275a91b190e015d328fe112dbc570 

【本リリースに関するお問い合わせ

先】 

⚫ 担当：古田 国之 

⚫ TEL：080-9974-0409 
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